
2026年（令和8年）5月26日（火曜日）日本工業経済新聞（昭和41年12月14日第三種郵便物認可） 購読料６カ月　38,880 円（税込） （８）
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【表彰要綱第 ４ 条第１項該当（３件）】
工事件名 6 国補第 66 － 109 号枝線工事 6 国補第 66 － 108 号枝線工事 7 単独第 36 － 104 号 

北部幹線管路更生工事

請負者 株式会社茨城光松園
代表取締役福田敦之

常盤造園建設株式会社
代表取締役飯田俊美

株式会社新みらい
代表取締役小林伸行

請負者住所 取手市桑原 597 番地 取手市駒場 4 － 6 － 5 つくばみらい市絹の台 2 － 2 － 3
現場代理人 福田　敦之 高田　楓 真中　裕之

工事場所 取手市井野台 4 丁目、5 丁目、
白山 5 丁目地内 取手市新取手 1 丁目地内 取手市井野、井野 2 丁目地内

請負金額 33,605,000 円 59,675,000 円 28,743,000 円
契約日 2024 年9月 30 日 2024 年8月 22 日 2025 年 9 月 5 日

工期 2024 年 10 月1日
2025 年7月 30 日

2024 年8月 23 日
2025 年 10 月 26 日

2025 年 9 月 6 日
2026 年 1 月 23 日

工事概要

整備面積　0.47ha
管路施設工事　250.5 ｍ
開削工事　250.5 ｍ
管布設工φ 200㎜ VU　241.5 ｍ
マンホール工 12 カ所
取付管およびます工 27 カ所
付帯工 1 式

整備面積　0.98ha
管路施設工事　433.7 ｍ
開削工事　433.7 ｍ
管布設工φ 200㎜ VU　425.6 ｍ
マンホール工 9 カ所
取付管及びます工 55 カ所
付帯工 1 式

管路施設工事　96.4 ｍ
管きょ更生工事 
　（既設管径φ 900）　 96.4 ｍ
管きょ内面被覆工
　（製管工法複合管）95.2 ｍ
換気工 1 式

推薦課 施設課 施設課 保全課

推薦理由

　通り抜けの利用が多い幅員の狭い道路で
の工事であったが、交通誘導員の適正な配
置と住民への工事周知を徹底したため、苦
情等のトラブルがなかった。また、良好な
施工管理に努め、工事を順調に完成させた。

　当該施工箇所は住宅が密集する場所であ
り、公共ますの設置件数も多かったが、住
民との綿密な調整により苦情等のトラブル
なく安全に工期内に完成させた。

　施工現場は道路幅員が狭いため、通常の
施工方法では、近隣住民の大多数が使用し
生活に必要不可欠なコミュニティバスの運
行に支障が生じる。しかし、請負業者の近
隣住民の利便性を優先したいとの意向から、
自主的に施工方法を創意工夫することで、
コミュニティバスの通常運行を可能にした。
　これにより、近隣住民の利便性を損なう
ことなく工事を完成させただけでなく、苦
情等のトラブルもなく工期内完成を実現さ
せた。

　令和 8年度取手地方広域下水道組合優秀建設業者表彰にあ
たり、一言ご挨拶を申し上げます。
　はじめに、受賞される皆様におかれましては、令和 7年度
の下水道工事において、優れた施工技術と適正な施工管理の
もと、優秀な成績で工事を完成されました。
　この場をお借りしまして、深く感謝を申し上げますととも
に、今後も地域に根付いた優良企業として貢献されますこと
をご祈念申し上げます。
　さて、昨今の下水道事業におきましては、高度経済成長期に
建設された施設の老朽化対策が重要課題でございまして、昨年
発生した埼玉県八潮市における道路陥没事故も社会問題になり
ました。
　この事故を受けましては、本組合におきましても、大規模
管路を対象に調査を実施し、道路陥没に繋がる緊急性の高い
異状や空洞は、確認されませんでしたが、部分修繕が必要と
なる箇所を確認しましたので、順次対策を講じますとともに、
施設の予防保全が不可欠であることを再認識したところでご
ざいます。
　今後も安全・安心で、安定した下水道サービスを提供して
まいる所存でございますが、地元建設企業の皆様のお力添え
なくしては、実現することができませんので、引き続き、皆
様のご支援をお願い申し上げまして、私からの挨拶とさせて
いただきます。

ごあいさつ

中村　　修
取手地方広域下水道組合管理者


